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• 中枢リンパ組織=1 次リンパ組織;T 細胞が分化する胸腺や，B 細胞が分化する骨髄がそれに属す
る。 末梢リンパ組織=2 次リンパ組織;成熟したリンパ球。2 次リンパ組織にはリンパ節，脾，粘膜関連
リンパ組織など。炎症などで新しく出現したものは 3 次リンパ組織。

• リンパ節は外側から B 細胞の多い皮質，T 細胞の多い深部皮質（傍皮質），髄質に分かれる。抗
原は各組織からリンパ流に乗って流入リンパ管を通して侵入してくる。リンパ球は血流に乗って侵入し，
後毛細管細静脈から流入してくる。そして髄質を経て流出リンパ管から出ていき，胸管に集まり血管へ
と流入，血流に乗って循環する。
• 粘膜下のリンパ組織は粘膜関連リンパ組織という。腸管には Peyer 板や孤立リンパ小節が存在し，
IgA の産生やレギュラトリー T 細胞の分化に好都合な条件を有している。
• リンパ節・脾・腸管リンパ組織などのリンパ組織の中で，主として B 細胞からなる細胞集団が球
状の塊となっている部分を 1 次リンパ濾胞という。B 細胞はケモカインレセプター CXCR5 で，
CXCL13 に反応してこの部に集まってくる。
• 抗原と高い親和性となった抗原レセプターを持つ B 細胞が，他のものに打ち勝って生存し増殖す
るため，しだいに高親和性の抗体がつくられるようになる（親和性成熟。
• 自己抗原と反応した B 細胞は，L 鎖の抗原結合部の遺伝子の再編成を行い新しい抗原レセプター
をつくり（レセプター編集，receptor editing），自己抗体をつくらないようにする。
• 抗体産生細胞である形質細胞に分化したもの、親和性成熟したもの、クラススイッチし、IgM な
ど他の抗体を作るもの、自己抗体に対してレセプター編集されたものなどの中で、体産生細胞に分化し
なかったものはメモリー B 細胞となって残存し，次回の抗原への反応に備える。記憶 B 細胞の一部は
リンパ組織を離れ全身を循環する。

• 脾の構造：下図の通り。中心動脈を囲んでリンパ球が集積しているところを白脾髄という。動脈
周囲リンパ球鞘は PALS と言い T 細胞が多く集まり、Mφ が集まる外側を辺縁帯といい、ここには B
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細胞が多く、辺縁帯 B 細胞と言う• 赤脾髄にも多くのマクロファージが存在するが，異物や老廃細胞，
老廃組織片を取り込み消化して処理するスカベンジャー（掃除屋）の働きをしている。
• 粘膜は角質の発達している表皮と異なり，病原体や異物が侵入してきやすいため，粘膜には防御
のための特別なリンパ組織が存在しており，これを粘膜関連リンパ組織（mucosa-associated 
lymphoid tissue；MALT）部位ごとに，鼻咽頭関連リンパ組織（NALT），気管支関連リンパ組織
（BALT），腸管関連リンパ組織（gut-；GALT），泌尿生殖器関連リンパ組織（GUALT）と呼ばれる。
• この MALT は全身のリンパ節・脾など全身の免疫に関わるリンパ球とは独立しており，粘膜から
侵入してくる抗原に反応し，粘膜を離れても再び粘膜に戻り，粘膜で抗原に反応する。すなわち，局所
免疫の組織である。
• 粘膜における感染防御獲得免疫をつけるには，粘膜を介してワクチンを接種する必要がある（粘
膜ワクチン）。
• 腸管の MALT（図 1）としては，小腸遠位部に 250個ほど存在する Peyer 板が代表的なものであ
る。

• 図左の孤立リンパ濾胞は、樹状細胞などからの
BAFFなどの作用を受けて，抗体産生細胞に分化す
る。

• 陰窩部には Paneth細胞が存在し，抗菌ペ
プチド defensin を産生する。陰窩部の近くの細胞集
団をクリプトパッチといい，iIEL（上内皮リンパ
球）の供給などを行う。NCR＋ILC3 リンパ球は IL-
22 を産生し，上皮からの抗菌ペプチド産生をうなが
す。


